




呼吸器センター 伊藤健太郎医師
世界的な米誌に論文掲載！

＊現在広く使われているがん患者の病状評価＊

日本企業の技術が評価されて嬉しいです。
今後は臨床現場に活かせるよう研究を進めたいです。

歩行距離などから肺がん患者の病状や予後を正確に予測でき
るとする研究成果が、米医学誌JAMAオンコロジー電子版で
公開されました。世界的権威の雑誌に公立病院が単体で論文
を掲載するのは異例の出来事です。
現在は病状評価で医師の主観を交えた指標が広く使われてお
り、薬物治療の判断材料にもなっていますが、研究が進めば
客観的なデータで把握できるようになります。

「パフォーマンスステータス（PS）」による評価
→「軽作業はできる」「自分の身の回りのことしかできない」など医師の主観による判断を交え
た、グレード0からグレード4までの5段階の指標で評価。

＊当院の研究によるがん患者の病状評価＊

呼吸器センター　伊藤 健太郎 部長

共同研究ではなく、一つの公立病院が論文を掲載で
き、市中の病院でもやればできることを示せたと思
います。

センター長　畑地　治 院長

歩行距離などから計算した通院患者の活動量による評価
→GPSなどから正確な測定が可能なウェアラブル端末を使用し、肺がんの薬物治療を受ける通院
患者119人の歩数や歩行距離を測定。
★歩行距離などから計算した活動量で、PSと同様に病状を評価できることが分かりました。
★活動量に基づく生存率の予測は、PSより正確でした。
★今後の研究でより客観的で正確な病状評価が可能になれば、患者に適した薬物治療法の選択等
につながります。



看護師就職説明会看護師就職説明会

リクライニングチェアが 10台にリクライニングチェアが 10台に

　令和6年3月27日と28日の2日間、当院看護部
が主催する就職説明会を開催しました。県内外の
看護大学や看護専門学校より両日あわせて11名
の看護学生さんが参加してくれました。
　内容は、看護部の概要や教育体制の説明、新人看護師の密着動画の上映、先輩看護師との
交流会を催しました。中でも先輩看護師との交流会は、毎回好評であり「実際に先輩からの
話を聞けて、就職してからの想像がつき良かった」「先輩とお話することで疑問に思ってい
たことを知ることができて良かった」等のご意見を頂くことが出来ました。
　次回は夏に開催予定のため、引き続き看護部の魅力を看護学生さんに届けて
いきたいと思います。
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　外来化学療法室は、2008年3月に8床でスタートしま
した。当初は年間1,000名程のご利用でしたが、現在では
年間2,686名の患者さんが治療を受けておられます。そこ
で2024年4月1日よりリクライニングチェアヘと入れ替
えを行ない10床へと増床しました。快適なリクライニン
グチェアで治療を受けていただける環境となりました。
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